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王斜瓢脚聰お箇閣 1口  10"000円
正剣設個舟         5,000円

鞍勲畿猟              0円
② 各鐵

頭義最蜘  l口  10,000円
正▲韻 (個_ム)        51909円  .

螂          5,000用

7この定款は大分県知事の認証の日(令和ど年 P月 〃 日)か碗 行する。
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